
 

 （ii）被災地における活動 
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要

 

国際緊急援助隊  
外務省 

（国際緊急援助室） 

JICA 
（国際緊急援助隊事

務局） 
在外公館 

   
JICA 現地事務所 

救助チーム 医療チーム 専門家チーム

在外-5 JDR チーム到着時 
被災国情報ブリーフィン
グ（最新被害情報、被災
国・他援助国の活動状
況、安全・衛生状況、便
宜供与事項、一般的な
現 地 事 情 （ 宗 教 、 タ ブ
ー、国民性）、活動サイト
選定の助言） 

 
 
（ 随 時 、広 報
活動を行う） 
 
（ 随 時 、政 府
関 係 部 局 へ
の 連 絡 ・ 調
整） 

 
 
 
（随時、インタ
ーネットを活用
した広報活動
を行う） 

在外-6 JICA 事務所がない国・
地域では、JICA 現地事
務所業務の一部を実施 

在 J-6 JDR チーム到着時 
①携行機材の通関・輸送（100 か

ら 200 個と大量） 
②被災国情報ブリーフィング（最

新被害情報、被災国・他援助
国の活動状況、安全・衛生状
況、便宜供与事項、一般的な
現地事情（宗教、タブー、国民
性）、活動サイト選定の助言） 

救-1 到着時 
①空港到着時のレセプショ

ンセンターにおける登録 
② LEMA （ 現 地 対 策 本

部）、OSOCC（国連被災
現場実行管理センター）
との連絡 

③サイトの決定（LEMA、
OSOCC と調整）、サイト
への移動。 

 

医-1 到着時 
①在外大使館職員、JICA 職

員、被災国側カウンターパー
トとの顔合わせ 

②携行機材の引き取り 
③ミーティングの設定（在外公

館関係者、JICA 職員等） 
④機材の保管・輸送：機材は在

外公館や JICA 事務所、日本
人会事務所、日本企業の倉
庫等に一時的に預かってもら
うか、活動地が決まっていれ
ばその地への輸送手配。 

⑤宿舎への移動 
⑥在外公館への便宜供与の依

頼および情報収集 
⑦被災国対策本部との調整（被

災国対策本部、保健省、外
務省、内務省、警察、軍の責
任者、赤十字社や NGO） 

専-1 到着時 
①空港到着時、在外大使館、

JICA 職員等との顔合わせ 
②現地受け入れ機関との調整 

在外-7 JDR チーム活動中 
①首都のドナー会合へ

の出席、得られた情報
をチームへ提供 

②チーム到着、チーム出
発に当たり、ミーティン
グのアレンジ。被災国
中央政府への報告（訪
問）、同席。 

 

在 J-7 JDR チーム活動中 
① 物資を調達しチームへ補充 
②（首都のドナー会合への出席、

得られた情報をチームへ提供） 
③安全情報（治安の悪化、2 次災

害）の提供 
④広報（チームからのデジカメ画

像を活用。在外公館と連携し
つつ実施）（日本および被災地
向け） 

⑤携行機材の譲渡：医療班が携
行した資機材は調査用資機材
扱いとなって、問題のない範囲
で先方へ譲渡する 

⑥帰国準備：帰国便のリコンファ
ーム、機材の通関手続き等 

救-2 活動中 
①状況把握（被災状況、チ

ーム活動の安全性、二
次災害の危険度、他の
援助機関の活動状況、
被 災 地 の 一 般 的 情 報
（宗教・地理・気象）等） 

②活動報告を随時、在外
公館に提出 

③広報は、団長および担
当者を決め実施。現地
報道振りを本部へ報告 

④撤収について LEMA、 
OSOCC、在外公館と協
議・調整 

⑤撤収決定 
⑥撤収作業 
⑦帰国に際し被災国政府

へ活動報告 

医-2 専-2 活動中 
①状況把握（被災状況、チー

ム活動の安全性、二次災害
の危険度、他の援助機関の
活動状況、被災地の一般的
情報（宗教・地理・気象）等） 

②活動報告を随時、在外公館
に提出 

③広報は、団長が主体となっ
て行う。現地報道振りを本部
へ報告 

④撤収について現地実施機
関、在外公館と協議・調整 

⑤撤収決定 
⑥撤収作業 
⑦帰国に際し被災国政府へ活

動報告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

在外-8 チーム携行機材供与式
（引き渡し式）の実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
（随時、広報活動を行う） 

在 J-8 チーム携行機材供与式アレンジ・
実施の側面支援・参加 
 
 
 
 
 
 
 
（随時、広報活動を行う） 

  

活動中 
①状況把握（被災者数とその構

成、地域の医療体制、地域に
特徴的な疾患の有無、災害
によると予測される疾患の種
類、地域に入る際の安全性に
ついての検討（二次災害の危
険度）、他の医療機関（政府、
非政府組織）の活動状況、被
災地の一般的情報（宗教、地
理、気象など） 

②被災地の医療ニーズの把握 
③現地対策本部等の関係者へ

の表敬訪問 
④状況報告をできるだけ頻繁に

行う。（日本の事務局、在外
公館、JICA 事務所） 

⑤広報は団長が主体となって行
う。マスコミ対応の報道係りを
決め、実施 

⑥JDRチームの活動は、現地災
害対策本部、被災国チーム、
他国チーム、国際機関チー
ムとの協議を行いその役割分
担に従って実施 

⑦活動拠点の選択と設営、診療
計画、業務分担（休暇・休憩
のローテーションの決定、診
察、待ち合い、薬局等の部屋
割り） 

⑧診療記録 
⑨LEMA(現地対策本部)と協力

して被災地調査を実施。 
⑩後送病院の決定。 
⑪現地対策本部との協議の上、

外国チームとの協力 
⑫後方支援、補給 
⑬撤収、二次隊の必要性の判

断（JDR の派遣期間は原則と
して 2 週間であるので、医療
活動を開始して 5 日以内に決
定する。） 

⑭帰国に際し被災国政府へ活
動報告 

  

被災国での
活動 

外-12 活動終了・撤
収に際し、関
係 部 局 へ の
連絡・協議 

     在 J-9 援助隊活動中に大使館が行うマ
スコミ対応を側面支援 

     

   

 

 

      

     

 


